
[高坂薬師神社 弥生三月氏子廻り]
笛や太鼓のはやしに合わせ、しなやかに力
強く舞う獅子（しし）舞。神社での奉納後、
氏子の家々を巡り、五穀豊穣（じょう）と
厄よけを祈願しました。
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障
害
の
あ
る
人
を
め
ぐ
る
動
き

昭
和
五
十
六
年
に
宣
言
さ
れ
た
「
国
際
障

害
者
年
」
を
き
っ
か
け
に
、
障
害
の
あ
る
人

が
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
、
と
も
に

活
動
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
目
指
す
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
理
念
が
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
八
年

に
は
、
国
連
総
会
で
「
障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
人

の
権
利
擁
護
に
向
け
た
取
り
組
み
が
国
際
的

に
進
展
し
て
い
ま
す
。

日
本
も
、
十
九
年
に
同
条
約
に
署
名
し
て

以
降
、「
障
害
者
基
本
法
」
の
改
正
を
は
じ
め
、

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」「
障
害
者
虐
待
防
止

法
」
の
制
定
な
ど
、
国
内
法
の
整
備
を
推
進
。

障
害
の
あ
る
人
が
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
厳

を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
の

社
会
的
障
壁

こ
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
中
、
近
年
、
障

害
の
あ
る
人
が
な
い
人
と
一
緒
に
働
い
た
り
、

ま
す
。不

当
な
差
別
的
取
扱
い
と　

合
理
的
配
慮

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
国
や
県
、
市
区

町
村
な
ど
の
行
政
機
関
と
民
間
事
業
者
を
対

象
に
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
の
「
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
」
を
禁
止
し
、「
合
理
的

配
慮
」
の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
は
、
障
害
が

あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
盲
導
犬
を
連
れ
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
入
店
を
断
っ
た
り
、
車

椅
子
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
公
共

交
通
機
関
等
の
乗
車
を
拒
否
し
た
り
す
る
こ

と
で
す
。
正
当
な
理
由
な
く
、
こ
の
よ
う
な

差
別
的
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、「
合
理
的
配
慮
」
と
は
、
障
害
の

あ
る
人
か
ら
配
慮
を
求
め
る
意
思
の
表
明
が

あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の
社
会

的
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。
例

え
ば
、
視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
書
類

を
読
み
上
げ
て
内
容
を
伝
え
た
り
、
知
的
障

勉
強
し
た
り
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
参
加

を
望
ん
で
い
て
も
、
様
々
な
障
壁
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
送
る
上
で
、
そ
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
も

の
を
「
社
会
的
障
壁
」
と
い
い
ま
す
。
障
害

の
あ
る
人
が
使
い
づ
ら
い
施
設
・
設
備
、
障

害
が
理
由
で
制
限
さ
れ
る
制
度
、
障
害
の
あ

る
人
を
意
識
し
て
い
な
い
慣
習
・
文
化
、
障

害
の
あ
る
人
へ
の
誤
解
や
偏
見
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

そ
の
よ
う
な
社
会
的
障
壁
を
な
く
し
、
全

て
の
人
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
の
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
法
律

が
、「
障
害
者
差
別
解
消
法（
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）」

で
す
。「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
」
の
禁

止
等
が
定
め
ら
れ
、
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ

害
の
あ
る
人
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
言
葉

や
表
現
を
用
い
て
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
行
政
機
関
は
必
ず

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
間

事
業
者
は
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
障
害
の
あ
る
人
が
な
い
人
と
同
じ

よ
う
に
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
障
害
の
特
性
に
合
わ
せ
て

思
い
や
り
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

と
も
に
生
き
る
社
会
へ

誰
も
が
「
差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と

分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
障
害
へ
の
理
解
不
足

な
ど
が
原
因
で
、
残
念
な
が
ら
差
別
と
思
わ

れ
る
こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
障
害
の
特
性
は
様
々
で
、
社
会
的

障
壁
も
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
解
消
す
る
こ

と
は
社
会
全
体
の
責
務
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
相
互
に
助

け
合
い
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
と
も
に
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
、障
害
の
あ
る
人
の
権
利
擁
護
に
向
け
た
取
り
組
み

が
国
際
的
に
進
展
し
、日
本
で
も
、障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人

が
一
緒
に
活
動
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、障

害
へ
の
理
解
不
足
等
か
ら
生
じ
る
差
別
に
よ
っ
て
、障
害
の

あ
る
人
の
社
会
参
加
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
差
別
を
な

く
す
こ
と
を
目
的
に
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
合
せ

本
所
福
祉
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
１
３
０
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合理的配慮の提供
　障害のある人にとっての社会的障壁を取り除くために
必要な、合理的配慮を行うことが求められます。

◎聴覚障害や視覚障害が
　ある人に対しては、筆
　談や読み上げなど、障
　害の特性に沿ったコミ
　ュニケーション手段で
　対応しましょう

◎車椅子の人など身体の
　不自由な人が、バスな
　どの乗り物に乗るとき
　は手助けをしましょう

◎知的障害のある人など
　に対しては、分かりや
　すい言葉や表現を使っ
　て説明しましょう

障害を理由とする差別の禁止

もっと知りたい
障害者差別解消法

Ｑ＆Ａ

対象 不当な差別的取扱い 合理的配慮
国や市などの行政機関 禁止されます 行わなければなりません
民間事業者（※） 禁止されます 行うよう努めなければなりません

この法律の
ポイント

※民間事業者には、個人事業者やＮＰＯ法人などの非営利事業者も含まれます。

日常生活の中で、個人的
に障害のある人と接する
場合も、この法律の対象
になるのですか。

この法律は、行政機関や
民間事業者を対象とし、
一般の人が個人的な関係
で障害のある人と接する
場合や個人の思想・言論
は対象としません。ただ
し、障害や障害のある人
への理解を深めることは
大切です。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

障害のある人にサービス
を提供できない場合はど
うしたらよいですか。

やむを得ない理由があっ
て、サービスを提供でき
ない場合は、その具体的
な理由を説明し、理解を
得るよう努めなければな
りません。また、障害の
ある人も必要な配慮を相
手に伝え、理解してもら
うよう努めることが望ま
れます。

Ｑ

Ａ

障害者差別解消法や障害
者福祉などに関して、ど
こに問い合わせればよい
ですか。

下記までお問い合わせく
ださい。
▷本所福祉課障害福祉係
　☎25‐2111内線130
　　FAX25‐9500
▷障害者相談支援センタ
　ー（にこ♥ふる）
　☎25‐2794
　　FAX25‐2476

不当な差別的取扱いの禁止
　正当な理由なく、障害があることを理由に、サービス
の提供を拒否したり、制限したり、条件を付けたりして
はいけません。

◎障害があることを理由に、契約に条件を付けたり、
　断ったりしてはいけません

◎障害があることを理由に、お店への入店を断った
　り、施設の利用を制限したりしてはいけません

障害者差別解消法
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

櫛引 黒川・蠟燭能

＜春日神社＞

毎年地元の若手有志が企画する催し。ろうそく
の明かりが揺らめく幻想的な雰囲気の中、能２
番狂言１番が上演され、県内外から訪れた約

２. 27
200人のファンが幽玄の世界をたんのうしまし
た。演能終了後は能役者と地酒を酌み交わしな
がらの交流会。能談義にも花が咲いたようです。

櫛引 選挙啓発高校生出前講座

＜鶴岡南高校山添校＞

選挙権年齢が満20歳から満18歳に引き下げら
れることから市選挙管理委員会が主催。同校の
３年生21人が参加しました。はじめに担当者

２.18
がクイズを交えながら投票の重要性を説明。そ
の後、参加者は実際の選挙で使用されている投
票箱や記載台を使って模擬投票を体験しました。
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藤島 藤棚育成技術指導講習会

樹木医の塚本こなみ氏を講師に迎え、大
藤棚に植栽された九尺野田長藤の仕立て
方や藤の育成・管理方法を学びました。

３.２

＜藤島歴史公園＞

鶴岡 親子クッキング＆おはなし会

ピザとミックスジュース作りに挑戦した
８組の親子ら。調理の合間には絵本の朗
読会もあり、充実した時間となりました。

２. 27

＜中央公民館女性センター＞

朝日 大網地区冬季運動会

高さ約４mにあるバケツ目掛けて雪を
投げる雪入れ競争。熱戦を繰り広げる選
手たちに、大きな声援が上がりました。

２. 28

＜大網小＞

鶴岡 5年目のキャンドルナイト

東日本大震災から丸５年となるこの日。
被災地復興への願いが込められた約３千
個のキャンドルに火がともされました。

３.11

＜鶴岡アートフォーラム＞

羽黒 白い雪原をスキーでハイキング

爽やかな青空の下、13人の参加者が冬
ならではの美しい風景を楽しみながら、
高原をゆったりと散策しました。

３.12

＜創造の森交流館周辺＞

温海 あつみ温泉摩耶山新酒まつり

地産地消の温海地域限定販売酒「摩耶山」
の新酒が飲み放題。会場は搾り立ての味
を求める大勢の人でにぎわいました。

３.５

＜あつみ温泉朝市広場＞
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市役所電話番号
本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
年金からの差引き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問介護保険料………………本所長寿介護課☎内線183または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民健康保険税…………本所課税課☎内線205
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ

‐４月以降に受給する年金からの仮徴収（差引き）が始まります‐
次に該当する方は、４月に平成28年度保険料（税）の仮徴収

が始まります。今回お送りする通知書に記載されている保険料
（税）額は、平成27年度の状況を基に計算した仮の保険料（税）
額です。確定保険料（税）額については７月に改めてお知らせ
します。また、６月以降に新たに年金からの差引きが始まる方
については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金から差し引かれ
　ている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しませんが、
引き続き、仮徴収として、原則２月に差し
引かれた額と同額を４月・６月・８月に支
給される年金から差し引きます。

■４月に新たに仮徴収が始まる方
《介護保険料》

65歳以上の方

昭和25年４月３日～10月２
日生まれで、新たに年金からの
差引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

《国民健康保険税》

65歳以上75歳未満の方

　世帯主が昭和25年４月３日
～10月２日生まれで、新たに
年金からの差引きの対象世帯と
なった方
→２月中旬に仮徴収額決定通知
書をお送りしています

《後期高齢者医療保険料》

原則75歳以上の方

　平成27年６月１日～10月２
日に後期高齢者医療制度に加入
し、新たに年金からの差引きの
対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

条件 介護 国保 後期
①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である ①と②の両方

に該当する方

①～⑤の全て
に該当する方

①～③の全て
に該当する方

②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない
③国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保険
料を足した額が、年金額の半分よりも少ない

④世帯主が国民健康保険の被保険者である
⑤世帯内の国民健康保険被保険者の方全員が65歳以上75歳未満である

■年金からの差引きの対象となる方

後期高齢者医療保険料
（後期高齢者医療制度に加入した日）

年金からの差引
きが始まる時期

昭和25年４月３日～10月２日生まれ 平成27年６月１日～10月２日

➡
平成28年４月

昭和25年10月３日～12月２日生まれ 平成27年10月３日～12月２日 〃　６月
昭和25年12月３日～昭和26年２月２日生まれ 平成27年12月３日～平成28年２月２日 〃　８月

■年金からの差引きが始まる時期

国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金
からの差引きから「口座振替」による支払いに変更
することができます。希望する方はお問い合わせく

ださい。介護保険料は、年金からの差引きになった
場合は、他の支払い方法に変更することができませ
んのでご了承ください。
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健
康

平
成
28
年
度
の
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

▼
特
定
健
診

来
年
３
月
末
ま
で
に
40
歳
以

上
と
な
る
市
国
民
健
康
保
険（
市
国
保
）及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
へ
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り
つ

け
医
で
の
受
診
を
希
望
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者
に
は
５
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

受
診
す
る
際
は
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要

で
す
。
別
途
質
問
票
や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
券

が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
す
る
場
合

の
期
間
は
６
月
〜
９
月
で
す
。
５
月
１
日
以

降
に
市
国
保
に
加
入
す
る
方
で
、
特
定
健
診

を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

▼
特
定
保
健
指
導

市
国
保
加
入
者
で
特
定

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
等
の
必
要

が
あ
る
方
に
対
し
、
健
診
実
施
機
関
ま
た
は

本
市
か
ら
特
定
保
健
指
導
の
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
専
門
的
に

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
自
己
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
共
通

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
６
６
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

５
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

妊
婦
健
診
へ
の
助
成　
　
　
　
　

超
音
波
検
査
も
対
象
と
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
妊
婦
健
康
診
査
の
項
目
に
加

え
、
超
音
波
検
査
（
上
限
4
回
）
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

紹介状なしで特定機能病院等を受診した際は

定額負担が必要です
健康保険

■問本所国保年金課☎内線178

　高度医療を提供する特定機能病院や、一般病床500床以上の地
域医療支援病院を、紹介状なしで受診した場合の定額負担が、４
月に義務化されます。
■負担額 初診…5,000円（歯科3,000円）以上　再診…2,500円
　（歯科1,500円）以上
■他病院によって定額負担の導入時期が異なります。荘内病院の
　導入時期は、決まり次第お知らせします

問診の内容が一部変更されます
健　診

■問高齢者交流センター☎29‐4180

　介護保険制度改正に伴い、これまで
65歳以上の方を対象に行っていた、特
定健診や人間ドック、個別健診での「介
護予防のための健康チェック票」による
問診を今年度は実施しません。また、介
護保険被保険者証の提示も必要ありませ
ん。　

病児保育の利用対象を小学 6年生まで拡大します
子育て

■問本所子育て推進課☎内線180または三井病院☎22‐3290へ

病児保育は、病気やその回復期の子供を保護者が仕
事や冠婚葬祭等の理由によって、家庭で見ることがで
きない場合に、看護師・保育士がいる施設で一時的に
お預かりするものです。これまで、利用対象は小学３
年生までとしていましたが、4月に６年生まで拡大し
ます。4年生以上の児童が利用する場合は、改めて登
録が必要です。詳しくはお問い合わせください。

■実施施設　同院内カトレアキッズルーム設
■受入時間　午前８時～午後６時（日曜日、祝日、年
　末年始を除く）　
■対生後２か月～小学６年生
■費１日2,000円（給食が必要な場合は別途1食300円）
■他同院の電話受付の時間は午前 8時～午後５時30分
　（木曜・土曜日の午後、日曜日、祝日は除く）です

■対
4
月
１
日
以
降
に
妊
娠
届
を
提
出
す
る
方

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
２
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
妊
娠
届
提
出
の

際
に
受
診
票
を
交
付
し
ま
す

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
（
小
児
）

が
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
す

10
月
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
（
小
児
）

を
定
期
予
防
接
種
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

■対
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
る
子

供　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

■他
対
象

者
に
は
９
月
中
に
案
内
を
送
付
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種

■対
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
く
、

今
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方

（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

〈
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〉
も
対
象
）
■
助

成
額

４
、
０
０
０
円

■問
健
康
課
☎
内

線
３
７
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ

■他
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
は
減
免
制
度
あ
り
（
事
前
申
請
必
要
）

平
日
は
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
①
５
月
29
日
○日
、
②
７
月
３
日
○日
、
③
９

月
４
日
○日
午
前
７
時
30
分
〜
９
時

■場
荘
内

地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■対
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
40
歳
以
上
の
方
で
職
場
の
が
ん

検
診
が
な
い
方
各
日
先
着
20
人

■内
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
（
原
則
全
て

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠
な
方

■内
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

当
た
り
初
乗
り
運
賃
相
当
額
の
サ
ー
ビ
ス
券

を
月
４
枚
、
年
間
48
枚
を
限
度
に
交
付

■持

印
鑑

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

認
知
症
高
齢
者
等

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

等
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
65
歳
以

上
の
方
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
）
で
日
常
生
活
自
立
度
が

Ⅱ
ａ
以
上
の
方

■時
１
か
月
当
た
り
80
時
間

ま
で

■費
１
時
間
２
０
０
円
（
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
。
利
用
料
は
利
用
時
間
帯
に
よ
っ

て
割
増
し
に
な
り
ま
す
）
■申
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
事
前
に
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

障
害
者
手
帳
の
交
付

障
害
の
内
容
、
程
度
に
応
じ
て
各
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳

■対
手
・
足
・
目
・
耳
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

ま
すは

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
の
一
部
助
成

■対
満
70
歳
以
上
の
方

■内
市
と
協
定
し
て
い

る
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等
か

ら
受
け
た
施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円

の
助
成
券
を
交
付
（
年
６
枚
、
10
月
以
降

の
申
請
に
つ
い
て
は
年
３
枚
）
■持
年
齢
を

証
明
で
き
る
も
の
（
保
険
証
・
免
許
証
等
）、

印
鑑

■申
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
鶴

岡
地
域
で
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器

■対
65
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
（
要
介
護
２

以
上
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
а
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器

■対
65
歳
以
上
で
市
民
税
非

課
税
の
、
心
身
機
能
の
低
下
に
伴
い
防
火
等

の
配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

（
要
支
援
２
以
上
）

▼
共
通

■持
印
鑑

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対
市
内
在
住
の
、
65
歳
以
上
で
市
民
税
非
課

税
の
方
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方
で
、
通

院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専

受
診
）
■費
１
、
７
０
０
円

■申
①
４
月
18

日
○月
ま
で
、
②
５
月
23
日
○月
ま
で
、
③
７
月

25
日
○月
ま
で
、
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ

■他
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
は
減
免
制
度
あ
り
（
事
前
申
請

必
要
）

福
祉

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
を
支
給
し
ま
す

■対
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
者
（
昨
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民

登
録
の
あ
っ
た
方
で
、
27
年
度
市
民
税
〈
均

等
割
〉
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
〈
市
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
等
を
除

く
〉）
で
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上

と
な
る
方

■
支
給
額

支
給
対
象
者
１

人
に
つ
き
３
万
円

■
支
給
時
期

６
月

以
降

■
申
請
期
間

４
月
25
日
○月
〜
７

月
25
日
○月　

■
申
請
方
法

４
月
下
旬
に
、

仮
判
定
で
支
給
対
象
と
な
っ
た
方
へ
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入

れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い　

■
給
付
金
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
や
厚
生
労
働

省
の
職
員
が
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
の
操
作
や

手
数
料
の
振
り
込
み
等
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん　

■問
本
所
臨
時
福
祉
給
付
金

事
務
室
☎
25
‐
２
２
９
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
27
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
を
本
市
以
外
の
市
区
町
村
か
ら
支
給

さ
れ
た
方
に
は
、
そ
の
市
区
町
村
が
支
給
し

▼
療
育
手
帳

■対
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
み
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

■対
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
共
通

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
既
に

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
と
現
住
所
が
異
な
る
方
は
「
居

住
地
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。
手
帳
と
印
鑑
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
上
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

年
金
・
医
療

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

さ
れ
ま
し
た

４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月

額
１
万
６
、
２
６
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料

は
19
万
５
、
１
２
０
円
）

▼
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て

保
険
料

１
年
分
を
一
括
で
５
月
２
日
○月
ま
で
に
納
付

す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
19
万
１
、
６
６
０
円

（
３
、
４
６
０
円
割
引
）、
口
座
振
替
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
19
万
１
、
０
３
０
円

（
４
、
０
９
０
円
割
引
）
で
す
（
６
か
月
分

の
前
納
も
で
き
ま
す
）

▼
当
月
口
座
振
替
（
早
割
制
度
）
も
お
得
で

す

そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
額
50
円
割
引

さ
れ
、
保
険
料
は
１
万
６
、
２
１
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
納
・
早
割
制
度
を
利
用

し
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
た
場
合
や
、
死

亡
し
た
場
合
等
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の



9 広報つるおか　2016 . 4

浄
化
槽
を
設
置
・
交
換
す
る

方
へ

▼
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助

今
年
度
、
鶴
岡
地
域
、
羽
黒
地
域
の
対
象
区

域
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
（
５
人
槽
〜
10

人
槽
）
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
の
対
象
区
域
に
つ
い

て
は
、
本
市
が
設
置
し
ま
す

▼
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
へ
の
補
助

対
象
区
域
に
お
い
て
、
単
独
浄
化
槽
・
汲く

み

取
り
便
槽
を
合
併
浄
化
槽
に
交
換
（
新
築
・

建
替
え
は
対
象
外
）
す
る
方
に
、
山
形
県
浄

化
槽
整
備
促
進
事
業
に
基
づ
く
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

▼
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
へ
の
補
助

対

象
区
域
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す

る
に
当
た
り
、
排
水
設
備
工
事
（
既
設
の
汲

み
取
り
便
所
の
改
造
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄

化
槽
の
廃
止
を
伴
う
も
の
に
限
る
）
を
行
う

方
に
補
助
金
の
交
付
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん

及
び
利
子
補
給
金
の
交
付
を
行
い
ま
す

▼
共
通

■
対
象
区
域

公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
計
画

区
域
を
除
く
区
域

■申
上
下
水
道
部
下
水
道

課
☎
25
‐
５
８
６
０

■他
い
ず
れ
も
予
算
の

上
限
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す

そ
の
他

鶴
岡
市
交
通
災
害
共
済
の　

請
求
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

昨
年
３
月
31
日
ま
で
の
交
通
事
故
に
対
し

て
、
見
舞
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■対
平
成
26
年
度
同
共
済
に
加
入
し
た
方

■

資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
資
格
を
喪
失
し

た
月
以
降
の
保
険
料
が
還
付
さ
れ
ま
す

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

助
成
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す　
　

特
定
不
妊
治
療
へ
の
助
成

本
市
で
は
山
形
県
の
治
療
費
助
成
を
受
け

る
方
に
対
し
、
治
療
費
の
一
部
を
県
の
助
成

額
に
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。
今
年
度
か

ら
、
初
回
の
申
請
に
限
り
助
成
額
の
上
限
は

15
万
円
で
す
。
男
性
の
不
妊
治
療
費
へ
の
助

成
も
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
３

税
・
生
活

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
税
務
署
へ
、
市
・

県
民
税
申
告
が
必
要
な
方
は
本
所
課
税
課
へ

速
や
か
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
既
に
確
定
申
告
を
し
た
方
で
、
計

算
違
い
や
所
得
・
控
除
の
追
加
が
あ
る
方
は
、

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
確
定
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０

１

市
・
県
民
税
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
１

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・

閲
覧
制
度

▼
縦
覧
制
度

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■対

納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
家
族

▼
閲
覧
制
度

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲
覧
し
、
自
己
の

資
産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で

き
ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に

つ
い
て
確
認
で
き
ま
す

■対
納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
一
世
帯
の
家
族
、
納
税
管

理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
こ
れ
ら
の
代
理

人
等

▼
共
通

■日
４
月
１
日
○金
〜
５
月
31
日
○火　
　

■場
本
所
課
税
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課

■費
無
料
（
課
税
台
帳
の
写
し
の
交
付
は

有
料
）
■持
免
許
証
等
（
代
理
人
は
委
任
状
、

借
地
人
・
借
家
人
は
契
約
書
等
が
必
要
）

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

町
内
会
（
自
治
会
・
住
民
会
等
）
は
、
同

じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
助
け
合
い
、安
全
・

安
心
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
維
持
し
て

い
く
た
め
の
大
切
な
組
織
で
、
各
種
自
治
活

動
の
ほ
か
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
防
犯
灯

の
管
理
及
び
広
報
の
配
付
等
も
行
っ
て
い
ま

す
。加

入
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
町
内
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
連
絡
先
な
ど
が
不
明
な
場
合
は
、
本

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
０
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
間

事
故
発
生
日
か
ら
18
か
月
以

内

■申
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線

１
６
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

「
支
え
る
、育
て
る
、高
め
る
」未
来
に
つ
な
ぐ
芸
術
文
化
の
拠
点

文
化
会
館
改
築
工
事
現
場
見
学
会

■日
４
月
29
日
○金
午
後
１
時
・
２
時
30
分
（
市

役
所
本
所
集
合
）
■対
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
小
学
４
年
生
以
上

の
方
各
回
先
着
30
人
（
中
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
■内
工
事
概
要
・
進
捗
状
況
の

説
明
と
現
場
見
学

■持
中
学
生
以
下
は
帽

子
等
（
貸
与
用
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
〈
大
人
用

サ
イ
ズ
〉
の
下
に
着

用
）
■申
４
月
４
日

○月
〜
25
日
○月
に
社
会

教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
７
へ

■他
雨
天
決
行

募
集
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
事
業（
前
期
）

■対
市
内
の
団
体
が
主
体
的
に
行
う
、
豊
か
な

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源
を
活
用

し
、
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
地
域
づ
く
り

事
業

■
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の

3
分
の
2
以
内
（
上
限
は
20
万
円
か
50
万

円
〈
特
別
枠
〉
の
ど
ち
ら
か
）
■申
４
月
20

日
○水
ま
で
補
助
金
交
付
要
望
書
を
本
所
地
域

振
興
課
☎
内
線
５
８
５
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

総
務
企
画
課
へ

農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

６
次
産
業
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
推
進
事
業

■対
市
内
在
住
の
農
林
漁
業
者
ま
た
は
農
林
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漁
業
者
の
団
体
が
行
う
、
農
林
水
産
物
の

加
工
・
販
売
や
農
業
体
験
等
６
次
産
業
化

に
つ
な
が
る
先
進
的
な
取
り
組
み　

■
補

助
金
額

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
（
上

限
は
個
人
20
万
円
、
団
体
30
万
円
）
■申
４

月
25
日
○月
ま
で
本
所
農
政
企
画
室
☎
内
線
５

８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

■他

市
HP農

商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相

談
窓
口
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

本
市
で
は
、
市
内
農
林
漁
業
者
・
商
工
業

者
等
で
農
商
工
観
連
携
及
び
６
次
産
業
化
に

取
り
組
む
意
欲
あ
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、「
食
文
化
創
造
都
市
・

鶴
岡

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相
談

窓
口
」
を
本
所
農
政
企
画
室
・
商
工
課
、
各

地
域
庁
舎
産
業
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
企
画
室
内
つ
る
お
か
農
商
工
観

連
携
総
合
推
進
協
議
会
☎
内
線
５
８
８
、
本

所
商
工
課
☎
５
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産

業
課
へ

■他
６
次
産
業
化
関
連
施
策
等
の

情
報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
農
業

者
向
け
の
研
修
会
等
の
情
報
を
配
信
す
る

「
つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル
」（
配
信
登
録

は
随
時
募
集
）
は
市
HP

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

５
月
４
日
○水
の
祝
日
「
み
ど
り
の
日
」
は
、

国
民
が
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
、
そ
の
恩

恵
に
感
謝
し
豊
か
な
心
を
育
む
日
で
す
。
４

月
15
日
○金
〜
５
月
14
日
○土
は
「
み
ど
り
の
月

間
」
と
し
て
、
全
国
で
「
緑
の
募
金
」
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
森
づ
く

り
や
街
の
緑
づ
く
り
、
学
校
の
緑
化
活
動
等

に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化

事
業
を
行
う
団
体
へ
の
交
付
金
制
度
に
よ
る

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

松
く
い
虫
防
除
を
実
施
し
ま
す

庄
内
海
岸
林
の
松
枯
れ
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
下
川
地
区
と
湯
野
浜
地
区
で
松
く
い

虫
の
防
除
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
森
林
所
有

者
及
び
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
・
■内
４
月
下
旬
〜
６
月
中
旬
…
被
害
木

伐
採

６
月
上
旬
〜
７
月
上
旬
…
薬
剤
散
布

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

４
月
６
日
○水
〜
15
日
○金
の
10
日
間
、「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
等
を

重
点
と
し
て
、「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

春
は
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
行
動
が

活
発
に
な
り
、
自
動
車
の
交
通
量
も
増
加
し

ま
す
。「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
安
全
確
認
」

を
心
掛
け
、
特
に
子
供
や
高
齢
者
に
対
し
て

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
で
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

４
月
９
日
○土
〜
22
日
○金
の
２
週
間
、「
住

宅
防
火
対
策
の
推
進
」
等
を
重
点
目
標
に
掲

げ
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
９
日
午
前
10
時
に
消
防
本
部

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
ん
じ
ん
く

ん
」
が
加
茂
水
族

館
で
火
災
予
防
啓

発
を
行
い
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防

課
☎
22
‐
８
３
３

２

■他
市
HP

「
誓
い
ま
す 

森
の
安
全 

火
の
始
末
」　　
　

山
火
事
注
意
！ 

多
発
時
期
で
す

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た
き
火
・
タ

バ
コ
・
火
入
れ
の
不
始
末
で
す
。
行
楽
や
山

菜
採
り
で
山
林
に
入
る
と
き
は
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
に
よ
る
山
林
の

損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
山
林
へ
の

火
入
れ
は
許
可
が
必
要
で
す
。
実
施
予
定
日

の
７
日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
と
は
、
廃
棄
物
等
を
屋
外
で
燃
や

す
行
為
で
、
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
量

の
煙
や
臭
い
が
発
生
し
、
近
隣
の
生
活
環
境

に
支
障
を
来
し
ま
す
。
違
法
に
焼
却
す
る
と

懲
役
ま
た
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
で
の
焼
却
、

基
準
に
合
わ
な
い
焼
却
炉
の
使
用
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
見
掛
け
た
場
合
は
本
所
環
境
課

☎
内
線
７
１
９
ま
た
は
消
防
本
部
通
信
指
令

課
☎
22
‐
８
３
２
１
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

農
作
業
中
の
事
故
に　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
農
作
業
中
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
次
の
こ
と
に
留
意
し
、
安
全
な
作
業

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
一
に
備
え
、

労
災
保
険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を

▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で

▽
点
検
整
備
は

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
課
へ

春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

出
掛
け
る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
遭

難
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
人
で
出
掛
け
な
い

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る

▽
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い

▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

ま
た
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
感
染
症
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
策
と
し
て
、
山
に
入
る
際
は
長

袖
を
着
用
す
る
な
ど
肌
を
露
出
し
な
い
服
装

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
巣
立
ち
し
て
間
も
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な
い
幼
鳥
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

親
鳥
が
近
く
に
い
る
た
め
、
救
護
を
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
巣
か
ら

落
ち
た
ヒ
ナ
も
同
様
で
す
。

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
〜
６
月
）に
受
け
ま
し
ょ
う

飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
・
５
月
に
全
地
域
で
集
合
注
射
会
場

を
設
け
ま
す
（
注
射
料
金
３
、
２
０
０
円
）

登
録
済
み
の
方
に
は
３
月
末
に
案
内
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
案

内
ハ
ガ
キ
・
市
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
都

合
に
合
わ
せ
て
ど
の
日
時
・
会
場
で
も
注
射

連休期間中のごみ収集
■問廃棄物対策課☎内線677または各地域庁舎市民福祉課へ

生活・環境

４月29日○○○…通常収集します
５月３日○○○・４日○○○・５日○○○…収集しません

■問本所納税課☎内線219

税　金

　今年度から、軽自動車税のほかに市・県民税（普通
徴収）、固定資産税、国民健康保険税もコンビニエン
スストアで納付できます。市役所の閉庁日や金融機関
等の営業時間外でも、提携している全国のコンビニエ
ンスストアで納付できるので大変便利です。
　ただし、下記の納付書は取扱いできませんのでご留
意ください。
・金額が訂正されているもの
・有効期限が過ぎているもの
・バーコードが印字されていないもの
・バーコードが読み取れないもの
・１通で金額が30万円を超えるもの

■連休期間中のごみ収集

を
受
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）
注

射
会
場
で
も
新
規
登
録
や
登
録
事
項
の
変
更

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
他
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
方
は
、
前
所
在
地
で
の
鑑
札
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
（
な
く
し
た
方
は
別
途
１
、
６
０

０
円
が
必
要
）

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録
は
動
物
病

院
で
も
行
え
ま
す

案
内
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち

の
上
、
個
別
に
お
受
け
く
だ
さ
い
（
料
金
は

各
動
物
病
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
共
通

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
６
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ

■他
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
リ
ー
ド
等
で

つ
な
ぎ
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
が
で
き
る
よ
う

準
備
を
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い

紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
事
業
で
紙
お
む

つ
を
配
達
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
要
件

▽
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
し
所
在
区
分
が
市
内
ま
た
は
準
市
内

で
あ
る
こ
と

▽
紙
お
む
つ
等
排
せ
つ
関
連

用
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ

と
（
紙
お
む
つ
と
尿
と
り
パ
ッ
ド
の
取
扱
い

は
必
須
）
▽
市
内
一
円
に
配
達
可
能
で
あ

る
こ
と

■
業
務
開
始

９
月
配
達
分
か
ら

■申
５
月
13
日
○金
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
３
へ

鶴
岡
市
大
山
工
業
団
地
分
譲

の
お
知
ら
せ

■
分
譲
価
格

１
㎡
当
た
り
１
万
５
、８
０

０
円
〜
１
万
６
、７
０
０
円

■
助
成
制
度

　本市では、事前に登録した子供会、町内会等の団体に
対し、回収量に応じて報奨金を交付しています。
　回収品目の「古紙類」には、新聞、雑誌、ダンボール
などのほか、「雑がみ」として、ティッシュペーパー・
お菓子などの箱、トイレットペーパー・ラップの芯など
が含まれます。ごみの減量と貴重な資源のリサイクルに
ご協力をお願いします。

◆資源回収運動に参加しましょう

　ごみステーションは各町内会で費用を負担し、設置・
管理しています。ごみは所属する町内会のごみステー
ションに、指定された時間までに出してください。他
の町内には出せません。

◆ごみは決められたごみステーションに

消防署北分署
■問消防本部総務課☎22‐8330

移転しました

消防署駅前分署は３月25日に移転し、名称を消防署北
分署と変更して業務を開始しています。

　　■新所在地

２
、
０
０
０
㎡
以
上
を
取
得
し
た
場
合
、

取
得
価
格
の
２
分
の
１
（
上
限
３
億
円
）

■問
鶴
岡
市
開
発
公
社
☎
22
‐
９
０
６
９
ま

た
は
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
３
へ

県
道
湯
田
川
大
山
線

①1,642㎡　②852㎡
③１万4,143㎡ ④1万1,462㎡
⑤6万6,547㎡　⑥２万5,134㎡
⑦２万5,201㎡…埋蔵文化財の調査中

至国道7号

羽前大山駅羽前大山駅

①

②②②②

④④④④

⑤

③

⑥ ⑦

大
山
川

市・県民税（普通徴収）、固定資産税、国民健康保険税も

コンビニエンスストアで納付できます

〒997‐0013
市内道形町12‐17
☎22‐2131
（電話番号は変更ありません）
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絵本は親と子供を結び付けるもの

絵本作家。東京藝術大学工芸科卒業。1975年、栃木県益子
町の雑木林の中に移り住む。『14ひきのあさごはん』で絵本に
っぽん賞、『14ひきのやまいも』等で小学館絵画賞などを受賞。
1998年、同県那珂川町に「いわむらかずお絵本の丘美術館」
を開館。2014年、フランス芸術文化勲章シュヴァリエを受章。
つるおか森の保育フォーラムの講師として来鶴。東京都出身。

いわむら かずお さん

フォーラムの様子（１月31日／第三学区コミュニティセンター）

　学生の頃、私は友達と一緒に、ＮＨＫ総合テレビ
の幼児向け番組の絵を描くアルバイトをしていまし
た。これが子供の世界との出会いです。1960年代
後半になると、欧米のすばらしい絵本がたくさん翻
訳出版され、絵本の魅力にひかれていきました。ま
た、自分の子供が絵本を読む年齢になったことで、
その大切さを感じるようになった。こうしたことが
重なり、絵本作家への道を歩み始めました。
　絵本作家デビューをした頃住んでいた東京の多摩
丘陵には、都心では余り見掛けなくなった雑木林が
多くありました。そこを歩くと、戦後の少年時代、杉
並区の雑木林にある家で家族身を寄せ合って暮らし
たことなど当時の記憶がよみがえってくる。自分の
中の原風景の存在に気付きました。するとイメージ
が湧いてきて、自然の中で暮らすねずみの大家族の

日常生活を描いた「14ひきのシリ
ーズ」の基になる発想も生まれた。
そして、「そういう絵本を描くには、

実際に雑木林の中で暮らした方がいいのではない
か」と考え、益子町に移り住むことを決めました。
　絵本は子供にとっての大きな楽しみです。また、
親と子供を結び付けるものでもあります。親に抱か
れ、温もりを感じながら読んでもらう。そんなふう
に親子で過ごす時間はとても大切です。子供の心に
深く残りますし、生きていくための力になると思い
ます。そして、質の高い美しい絵と言葉でできてい
る絵本であれば、よりいいですね。
　美術館には、幼い頃私の絵本を読んでいた読者の
方々が子供や孫を連れて訪れます。親子３代、４代
で同じ絵本の世界を楽しんでいるのです。絵本が持
っている力はすごいですよね。「14ひきのシリーズ」
はフランスやドイツ、台湾など海外でも出版されて
います。自分の作品が世代や国を越えて愛され読み
継がれていることは、本当にうれしいことです。年
を重ねていくのは大変なこともありますが、これか
らも楽しみながら作品を描いていければと思います。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

認
知
症
の
母
の
徘
徊
が

心
配
で
す

最
近
、
認
知
症
の
母
に
家
の
中
を
歩

き
回
る
行
動
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
家

族
で
注
意
し
て
見
て
い
ま
す
が
、
も
し

家
の
外
に
出
て
徘は
い
か
い徊
し
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
と
心
配
で
す
。

〝「
ほ
っ
と
安
心
」見
守
り
ネ
ッ

ト
つ
る
お
か
〞に
ご
登
録
を

本
市
は
昨
年
７
月
に
、
鶴
岡
警
察
署

や
鶴
岡
市
町
内
会
連
合
会
、
認
知
症
家

族
の
会
等
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
取

り
組
み
〝「
ほ
っ
と
安
心
」
見
守
り
ネ

ッ
ト
つ
る
お
か
〞（
鶴
岡
市
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
認
知
症
の
方
等
の
情
報
を
事

前
に
登
録
し
共
有
す
る
こ
と
で
、
万
が

一
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、
早
期
発

見
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

現
在
、
市
内
の
51
法
人
１
６
３
の
事

業
所
が
捜
索
協
力
登
録
機
関
と
な
っ
て

い
ま
す
。

QＡ
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鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの今昔写真で見る
隔月連載

菅原道真公を祭る鶴岡天満宮の例祭「天神祭」。別
名を「化けものまつり」といい、５月25日の祭りの
日は、花柄のじゅばんの裾をからげて着て、手拭いと
編みがさで顔を隠した奇妙な姿の「化けもの」が練り
歩き、市民や観光客に酒などを振る舞います。
毎年多くの人でにぎわいますが、江戸時代までは少
し様子が違っていたようです。天満宮の祭礼の日、藩
士たちが顔を隠し羽織を裏返しに着て、厳かな雰囲気
の中参拝し、ひょうたんに入れた酒をお供えした後に、
お神酒を頂く習わしだったそうです。江戸時代後期、
それに町人たちのにわか踊りや子供行列、天狗舞など
が加わり、今日のような祭りに近づいていきました。

　また、明治12年に書かれた『筆のすさみ』という
旧藩士の日記に「化けもの」という言葉が見られるこ
とから、その頃に「化けものまつり」と呼ばれるよう
になったと考えられます。そして、いつの頃からか、
誰にも知られず化けもの姿で３年間お参りすると、願
いがかなうとも言い伝えられ、大勢の化けものが街の
あちこちに現れるようになりました。
　現在では、道真公ゆかりの行列「天神はんくねり」
をはじめ、多くの市民が参加する「にぎわい天神パレ
ード」などが化けものとともに祭りに花を添え、地域
を挙げた一大行事となっています。

■問合せ／郷土資料館☎25‐2525

第２回 「化けものまつり」として親しまれる 天 神 祭

化けもの行列（大正・昭和初期頃）

天狗舞（大正・昭和初期頃）天満宮参道（昭和中期頃）

天神はんくねり

お参り 天狗舞

化けもの行列

天満宮参道

今今今今今今今今今今今今今今昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔

◆
登
録
の
対
象

徘
徊
等
で
行
方
不
明

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
認
知
症
の
方
等

◆
登
録
の
流
れ

①
登
録
の
相
談

事
前
に
、
お
住
ま
い

の
地
域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
本
所
長
寿

介
護
課
、
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

②
登
録
の
申
請

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
訪
問
の
上
、
登
録
情
報
の

聞
き
取
り
・
写
真
撮
影
を
行
い
、
申
請

書
を
作
成
し
ま
す
。

※
登
録
後
は
１
年
に
１
回
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
登
録
者
の
状
況

を
確
認
し
、
登
録
情
報
を
更
新
し
ま
す
。

③
鶴
岡
警
察
署
に
登
録
情
報
を
提
供

◆
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
警

察
へ
１
１
０
番
通
報
を　

警
察
が
直
ち

に
行
方
不
明
者
の
登
録
情
報
を
基
に
捜

索
し
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
者
の
家

族
等
に
状
況
を
確
認
の
上
、
本
市
や
捜

索
協
力
登
録
機
関
等
に
情
報
を
配
信
。

地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り
・
声
掛
け
を
し

て
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
ま
す
。

◆
見
守
り
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
問
合
せ

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
29
‐
４
１
８
０

認
知
症
は
誰
も
が
な

り
得
る
身
近
な
病
気
で
す
。
も
し
不
安

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。〈

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
〉
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催
し

温
海
の
特
産
品
が
並
ぶ

あ
つ
み
温
泉
名
物
「
朝
市
」

■日
４
月
１
日
○金
〜
11
月
30
日
○水
午
前
５
時
30

分
〜
８
時
30
分

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

藤
沢
周
平
記
念
館
企
画
展

「
神
谷
玄
次
郎
捕
物
控
」
の
世
界

■日
４
月
１
日
○金
〜
12
月
26
日
○月
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
水
曜
日
休
館
）
■内
小
説

『
霧
の
果
て　

神
谷
玄
次
郎
捕
物
控
』
の
作

品
世
界
と
魅
力
を
紹
介　

■費
大
人
…
３
２
０

円

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円

中
学

生
以
下
…
無
料

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
１
８

８
０致

道
博
物
館

現
代
の
京
都
画
僧 

齋
藤
眞
成
展

■日
４
月
１
日
○金
〜
27
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■費
大
人
…
７
０
０
円

学
生
…
３
８

０
円

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円

■場
・
■問

同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

■他
平
成
28
年
度
友

の
会
会
員
募
集
中
。
HP

上
下
水
道
部
構
内
に
あ
る
資
料
館
で
水
道
事
業
の
歴
史
を
学
ぼ
う

水
道
資
料
館
が
開
館
し
ま
す

■日
４
月
１
日
○金
〜
11
月
30
日
○水
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐

７
７
３
１

あ
つ
み
温
泉
・
温
海
川
河
畔

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
４
月
８
日
○金
〜
下
旬
の
日
没
〜
午
後
11
時

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房

「
遊
っ
た
り
や
」
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
16
日
〜
11
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
予
約
す

れ
ば
平
日
可
）
■内
し
な
織
の
し
お
り
・
ハ

ー
ブ
せ
っ
け
ん
作
り
、
し
な
織
や
手
作
り
小

物
の
展
示
・
販
売
等

■費
３
０
０
円
か
ら

■問
出
羽
商
工
会
温
海
支
所
☎
43
‐
２
４
１
１

海
の
駅
ゆ
ら
海
洋
つ
り
掘

オ
ー
プ
ン

■日
４
月
16
日
○土
〜
10
月
中
旬
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
火
曜
日
休
み
）
■費
大
人
…
１
、
１

０
０
円
（
入
場
の
み
は
１
０
０
円
）
中
学

生
以
下
…
５
５
０
円

■問
同
つ
り
堀
☎
73
‐

２
６
６
６

■他
さ
お
・
餌
の
持
込
み
禁
止
。HP

「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」の
鶴
岡
公
園

鶴
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎

内
線
５
６
６
（
露
店
の

出
店
期
間
に
つ
い
て
は

本
所
都
市
計
画
課
☎
内

線
４
６
６
へ
）

▼
お
花
見
茶
会

■日
４
月
16
日
○土
・
17
日
○日

正
午
〜
午
後
３
時

■場
荘
内
神
社

■費
４
０

０
円

■
前
売
り
券
取
扱
い

鶴
岡
商
工
会

議
所
、
鶴
岡
市
観
光
案
内
所
、
本
所
観
光
物

産
課
、
同
神
社
、
致
道
博
物
館

■問
同
会
議

所
☎
24
‐
７
７
１
１

■他
甲
冑
試
着
・
和
菓

子
作
り
体
験
、
人
力
車
運
行
あ
り
（
有
料
）

▼
短
歌
大
会

■
兼
題

鶴
岡
公
園
の
桜

■
応
募
作
品

未
発
表
作
品
を
１
人
１
首

■
各
賞

秀
作
３
首
、
佳
作
５
首

■申
４
月

28
日
○木
ま
で
申
込
書
を
同
神
社
前
の
投
稿
箱

ま
た
は
同
会
議
所
へ

琵
琶
で
語
る
『
平
家
物
語
』

ま
ち
か
ど
琵
琶
演
奏
会

■日
４
月
17
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
江
鶴
亭

■定
先
着
40
人

い
で
は
文
化
記
念
館
企
画
展
示

出
羽
三
山
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
展

■日
４
月
21
日
○木
〜
６
月
27
日
○月
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
火
曜
日
休
館
）
■費
大
人

…
４
０
０
円

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０

円

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円

■場
・
■問
同

館
☎
62
‐
４
７
２
７

旬
の
山
菜
を
中
心
に
地
元
農
産
物
を
販
売

し
ゃ
り
ん
旬
菜
ま
つ
り
・
山
菜
ま
つ
り

■日
旬
菜
ま
つ
り
…
４
月
24
日
○日　

山
菜
ま
つ

り
…
29
日
○金
〜
５
月
１
日
○日
、
３
日
○火
〜

５
日
○木　

■時
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■場
・
■問
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44

‐
３
２
１
１

鶴
岡
市
・
江
戸
川
区
友
好
都
市
盟
約
35
周
年

鶴
岡
江
戸
川
友
好
交
流
演
奏
会

■日
４
月
24
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
響
ホ
ー

ル
（
庄
内
町
）
■内
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲

「
グ
ロ
ー
リ
ア
」
等

■
出
演

指
揮
…
百

瀬
敦
子
氏

合
唱
…
鶴
岡
江
戸
川
交
流
合
唱

団
、
江
戸
川
第
九
を
歌
う
会
、
市
内
高
校
生

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
…

５
０
０
円

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鶴
岡

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

■日
４
月
29
日
○金
午
前
７
時
30
分

■場
湯
の
浜

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■費
２
、０
０
０
円（
別

途
プ
レ
ー
代
等
）

中
央
公
民
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

■日
４
月
30
日
○土
、
５
月
７
日
○土
・
29
日
○日
、

６
月
６
日
○月　

■時
・
■内
午
前
11
時
…『
た
い

よ
う
く
ん
と
お
つ
き
ち
ゃ
ん
』、春
の
星
座
解

説

午
後
１
時
30
分
…『
ワ
ン
ピ
ー
ス
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
』、同
解
説

■定
各
回
先
着
78

人

■費
３
歳
以
上
…
60
円

高
校
生
以
上
…

１
４
０
円

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

か
っ
ち
ゅ
う
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出
羽
街
道
路
乃
茶
屋
「
キ
ラ
リ
」

キ
ラ
リ
か
た
く
り
園
・
か
た
く
り
ま
つ
り

▼
か
た
く
り
園
（
約
１
ha
）
■日
４
月
下
旬

〜
５
月
上
旬　

■費
大
人
１
０
０
円

■他
同
茶

屋
で
要
受
付

▼
か
た
く
り
ま
つ
り

■日
４
月
29
日
○金
〜
５

月
８
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■場
同
茶

屋

■内
旬
の
山
菜
等
の
地
元
農
産
物
を
販
売

▼
共
通

■問
同
茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

開
園
時
は
の
ぼ
り
旗
が
あ
り
ま
す

下
田
沢
か
た
く
り
園

■日
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

■問
朝
日
庁
舎
産

業
課
☎
内
線
３
５
１

■他
市
HP

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

春
の
例
大
祭
奉
納
上
演

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

■日
５
月
３
日
○火
午
後
２
時
〜
５
時

■場
山
五

十
川
古
典
芸
能
伝
承
館

■内
山
戸
能
…
座
揃

囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
番
能
「
兼
平
」

山
五
十
川
歌
舞
伎
…
一
谷
嫩
軍
記

須
磨
の

浦
組
討
の
場

■問
山
五
十
川
公
民
館
☎
45
‐

２
９
４
９

鼠
ケ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
５
月
４
日
○水
午
前
９
時

〜
午
後
２
時
30
分

■場
鼠

ケ
関
港

■内
鮮
魚
販
売

（
午
前
10
時
）、
鼠
ケ
関
辨

天
太
鼓
上
演
、
漁
船
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
（
■定
先
着
３

０
０
人

■費
５
０
０
円
）、

魚
の
つ
か
み
取
り
（
小
学

生
限
定
）、
エ
ビ
汁
や
イ

カ
の
一
夜
干
し
等
の
出
店
等

■問
温
海
庁
舎

産
業
課
☎
43
‐
４
６
１
６
ま
た
は
山
形
県
漁

協
念
珠
関
総
括
支
所
☎
44
‐
２
１
０
０
へ

ま
る
ご
と
体
験
「
し
な
織
の

里
関
川 

２
０
１
６
春
」

■日
５
月
８
日
○日
午
前
９

時
〜
午
後
３
時　

■場
関

川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
等　

■対
高
校
生
以
上
の
方
先

着
25
人

■内
し
な
の
木

の
保
育
活
動
、
山
菜
収

穫
体
験
・
調
理　

■費
３
、

０
０
０
円（
昼
食
代
等
）

■申
４
月
26
日
○火
ま
で
関
川
自
治
会
☎
47
‐
２

５
０
２
へ

も
う
そ
う
汁
、あ
つ
み
温
泉
旅
館
で
入
浴
も
楽
し
め
る

温
海
嶽
開
山
祭
・
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
５
月
15
日
○日
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分（
湯
温
海
地
区
熊
野
神
社
拝
殿
前
集
合
）

■定
50
人

■費
１
、
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下

無
料
）
■申
５
月
９
日
○月
ま
で
あ
つ
み
観
光

協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

早
田
孟
宗
の
里
ま
つ
り

■日
５
月
15
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

早
田
公
民
館

■内
早
田
の
「
ん
め
も
の
」
コ

ー
ナ
ー
（
午
前
11
時
か
ら
食
券
〈
１
、
０
０

０
円
〉
を
販
売
）、
朝
掘
り
孟も
う
そ
う宗
等
の
販
売
、

孟
宗
掘
り
体
験
（
■定
先
着
50
人

■費
大
人
…

１
、５
０
０
円〈
昼
食
代
・
孟
宗
お
土
産
付
き
〉

小
学
生
以
下
…
50
円

■持
軍
手
等

■申
５
月

９
日
○月
ま
で
）　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43

‐
３
５
４
７

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

春
の
新
規
会
員
大
募
集

▼
プ
ー
ル
コ
ー
ス

■日
▽
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

イ
ミ
ン
グ
…
４
月
２
日
か
ら
の
土
曜
日
午
後

６
時
30
分　

▽
腰
痛
・
肩
こ
り
解
消
ス
イ
ミ

ン
グ
…
４
月
６
日
か
ら
の
水
曜
日
午
後
６
時

30
分　

▽
健
康
早
朝
水
中
運
動
…
５
月
７
日

か
ら
の
土
曜
日
午
前
６
時

▼
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス

■内
硬
式
テ
ニ
ス
、
陸

上
、
器
械
体
操
、
き
っ
ず
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
等

▼
大
人
コ
ー
ス

■内
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ー
ガ
、
自
彊
術
、
社
交

ダ
ン
ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ゴ
ル
フ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

楽
ら
く
健
康
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ダ
ン
ベ

ル
体
操
等

▼
共
通

■費
要
問
合
せ

■問
同
ク
ラ
ブ
事
務

局
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
無
料
体
験
可

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
平
成
28
年
度
会
員
募
集

■内
健
康
・
軽
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等　

■費
２
、

０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
１
、０
０
０
円
）

▼
く
し
ス
ポ
健
康
ク
ラ
ブ

健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
４
０
０
ポ
イ
ン
ト

を
集
め
た
方
に
記
念
品
を
進
呈

■日
毎
週
火

曜
日
午
前
10
時

■場
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー

■費
１
回
３
０
０
円
（
別
途
会
員
登
録
料
）

▼
共
通

■問
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
57
‐
４
３

１
１

は
ぐ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

平
成
28
年
度
各
教
室
参
加
者
募
集

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■日
毎
週
金
曜
日

■場
羽
黒
体
育
館

▼
ぼ
く
し
ん
ぐ
教
室

■日
毎
月
第
１
・
３
木

曜
日

■場
同
体
育
館

■対
小
学
生

▼
キ
ッ
ズ
体
操
教
室

■日
毎
月
第
２
・
３
・

４
木
曜
日

■場
同
体
育
館

■対
４
歳
〜
６
歳

の
子
供
（
小
学
生
を
除
く
）

▼
き
ら
り
☆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ク
ラ
ブ

■日

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■対
20
歳
以
上
の
女
性

▼
共
通

■時
午
後
７
時

■費
要
問
合
せ

■問

同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
62
‐
４
７
８
９

■他
無

料
体
験
可

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）
■日
４
月
11
日
○月
、
５
月
９
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）
■日

①
４
月
12
日
○火
、
５
月
10
日
○火　

②
５
月
６

日
○金
、
６
月
３
日
○金　

■時
①
午
後
２
時

②

午
後
７
時

■他
他
の
日
時
は
HP
。
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
は
４
月
６
日
○水
、
５
月

４
日
○水
、
６
月
１
日
○水
午
後
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）
■日

４
月
14
日
○木
、
５
月
12
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）
■日
①
４
月
５
日
○火
・
19
日
○火
、
５

月
10
日
○火
・
24
日
○火

②
４
月
15
日
○金
、
５

月
６
日
○金
・
20
日
○金　

■時
①
午
後
２
時
30
分

②
午
後
７
時

▼
共
通

■対
中
学
生
以
上

■費
３
０
０
円
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■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

受
講
生
募
集

■日
４
月
11
日
〜
11
月
14
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時
30
分

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■対
小
学
生
以
上　

■費
月
額
５
０
０
円
（
別

途
保
険
料
）

ナ
イ
タ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
ス

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
レ
デ
ィ
ー
ス

■日
４
月
12
日
〜
10
月
25
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

■対
経
験
者
先
着

30
人

■費
年
額
１
万
円

▼
ナ
イ
タ
ー

■日
４
月
13
日
〜
10
月
26
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分

■定
先
着
１
３

０
人

■費
年
額
１
万
６
、
０
０
０
円

▼
共
通

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■申

受
講
料
を
添
え
て
練
習
日
に
会
場
へ

■問
ホ

ン
マ
ス
ポ
ー
ツ

☎
22
‐
０
４
６
７

鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
Ａ 

会
員
募
集

■日
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

■場
共
用
体
育
館

■対
小
・
中
学
生　

■費
月
額
１
、５
０
０
円
（
別

途
登
録
料
１
、
０
０
０
円
・
保
険
料
８
０
０

円
）
■申
初
回
練
習
日
の
４
月
15
日
○金
に
会

場
へ（
■持
印
鑑
）

ほ
っ
と
広
場

■日
４
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
荘
内
病

院

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■内
リ
ラ

ッ
ク
ス
ヨ
ー
ガ
、
茶
話
会

■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
赤
川
土
手
お
花
見
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

■日

４
月
16
日
○土
午
後
６
時
（
送
迎
バ
ス
小
真
木

原
公
園
正
面
ゲ
ー
ト
発
）
■場
桜
ハ
ウ
ス
あ

か
が
わ
↓
赤
川
左
岸
土
手
（
お
花
見
散
策
）

↓
羽
黒
橋
↓
右
岸
土
手
↓
三
川
橋
↓
起
点

（
５
㎞
）
■定
１
０
０
人

■費
１
、
０
０
０
円

（
現
地
集
合
〈
午
後
６
時
20
分
・
桜
ハ
ウ
ス

あ
か
が
わ
駐
車
場
〉は
９
０
０
円
）
■持
懐
中

電
灯

■申
４
月
４
日
○月
〜
11
日
○月

▼
西
目
大
佛
荒
倉
を
訪
ね
て

■日
４
月
24
日

○日
午
前
８
時
45
分
（
送
迎
バ
ス
小
真
木
原
公

園
正
面
ゲ
ー
ト
発
）
■場
東
源
寺
↓
荒
倉
山

↓
荒
倉
神
社
↓
金
山
公
民
館
（
７
㎞
）
■定

１
５
０
人

■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地
集
合

〈
午
前
９
時
15
分
・
同
公
民
館
〉は
９
０
０
円
）

■持
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸

■申
４
月
11
日
○月

〜
18
日
○月

▼
ふ
じ
の
花
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク

■日
５
月
14

日
○土
午
前
９
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
）
■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

↓
藤
島
体
育

館
↓
藤
島
駅

↓
藤
島
倉
庫

↓
六
所
神
社

↓
藤
島
城
址し

↓
東
田
川
文

化
記
念
館
↓

起
点
（
７
㎞
）
■定
１
０
０
人

■費
１
、
０

０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
10
時
・
同
セ
ン

タ
ー
〉
は
９
０
０
円
）
■持
コ
ッ
プ

■申
４

月
22
日
○金
〜
５
月
６
日
○金

▼
新
緑
の
八
森
山
を
訪
ね
て

■日
５
月
15
日

○日
午
前
９
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
）

■場
豊
浦
小
↓
気
比
神
社
↓
笠
取
峠
↓
八
森
山

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
（
７
㎞
）
■定
１

０
０
人

■費
１
、
３
０
０
円
（
三
瀬
八
森
山

孟
宗
ま
つ
り
参
加
料
等
。
現
地
集
合
〈
午
前

９
時
20
分
・
豊
浦
小
〉
は
１
、
２
０
０
円
）

■持
コ
ッ
プ

■申
４
月
22
日
○金
〜
５
月
６
日
○金

▼
共
通

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

認
知
症
を
予
防
し
よ
う
♪

健
康
講
座
パ
ー
ト
３

■日
４
月
21
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

■定
20
人

■内
調
理
実
習
、
会
食
、
講
話
「
お

口
の
話
」、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
操

■費

１
、
０
０
０
円

■申
４
月
15
日
○金
ま
で
オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
奏　
　
　

☎
33
‐
８
５
７
１
へ

ミ
ニ
講
話
、情
報
交
換
、介
護
者
交
流　
　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

■日
４
月
28
日
○木
、
５
月
26
日
○木
午
前
10
時

■対
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族

■場
・
■申
各
日

２
日
前
ま
で
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐

４
１
８
０
へ

県
立
高
校
の
体
育
施
設
を

開
放
し
ま
す

▼
加
茂
水
産
高
校
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）

■日
５
月
〜
来
年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時

■費
全
面
…
３
、
７
９
０
円

半
面
…
１
、
８
９
０
円

▼
共
用
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
、
卓
球
場
）

■日
５
月
〜
来
年
３
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時

■費
ア
リ
ー
ナ
…
全
面
５
、
７

０
０
円
、
半
面
１
、
８
９
０
円

卓
球
場
…

９
４
０
円

▼
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド

■日
５
月
〜
11
月
の
月

曜
〜
金
曜
日
午
後
３
時
ま
で
（
要
相
談
）

■費
１
、
８
９
０
円

▼
共
通

■対
通
年
利
用
す
る
10
人
以
上
の
団

体

■
使
用
可
能
な
種
目

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
等

■申
４
月
11
日

○月
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

50
万
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

５
月
〜
８
月
に
歩
い
た
歩
数
を
「
50
万
歩

挑
戦
ノ
ー
ト
」
に
記
録
し
、
50
万
歩
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
歩
く
コ
ー
ス
は
自
由
。
達
成

者
に
は
達
成
賞
を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
９
月

１
日
○木
〜
30
日
○金
に
、
ノ
ー
ト
を
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
ノ
ー
ト
配
布
窓
口　

ス
ポ
ー
ツ
課
、
本
所

国
保
年
金
課
・
長
寿
介
護
課
、
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）、
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
、
鶴

岡
地
域
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、藤
島
・

羽
黒
体
育
館
、
櫛
引
・
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

■日

○日
午
前
９
時

■場
小
真
木
原
公

園
い
こ
い
の
広
場

■費
１
、
５
０
０
円

■申

４
月
22
日
○金
ま
で

４
チ
ー
ム
ず
つ
で
の
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

鶴
岡
モ
ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会

■日
５
月
23
日
○月
か
ら

■費
１
万
３
、
０
０
０

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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円
（
開
会
式
後
の
懇
親
会
費
含
む
）
■申
小

真
木
原
野
球
場
に
あ
る
申
込
み
用
紙
に
参
加

料
を
添
え
て
、
４
月
21
日
○木
・
22
日
○金
午
後

５
時
〜
７
時
に
同
球
場
へ

１
に
運
動 
２
に
食
事 

し
っ
か
り
禁
煙 

毎
年
健
診

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

夜
コ
ー
ス

■日
５
月
24
日
○火
、
６
月
２
日
○木
・
13
日
○月
〜

16
日
○木
（
15
日
○水
を
除
く
）
の
い
ず
れ
か
１

日
・
23
日
○木
、
７
月
７
日
○木
・
21
日
○木
、
８

月
４
日
○木
・
18
日
○木
午
後
７
時
（
全
８
回
）

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
昭
和
22
年
４
月
２
日
〜
52
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
50

人

①
肥
満
解
消
の
た
め
に
減
量
し
た
い
方

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
23
〜
30
の
方
ま
た
は
腹
囲
が
85

㎝
以
上
の
男
性
、
90
㎝
以
上
の
女
性
（
医
師

か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。

服
薬
中
の
方
は
医
師
に
要
相
談
）
③
同
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方

■内
健

康
度
・
形
態
測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）、
健
康
学
習

（
食
生
活
や
運
動
、
体
の
仕
組
み
等
）、
生
活

習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談

■費
１
、
２
２
０

円

■申
４
月
25
日
○月
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３

７
０
へ

■他
市
HP

持
久
走
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
、
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場

■対
小
・
中
学
生
（
中
学
生
は
要
問
合
せ
）

■費
月
額
７
０
０
円
（
別
途
保
険
料
１
、
４
５

０
円
）
■問
陸
上
競
技
協
会

■他
HP

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集

■日
・
■場
毎
週
土
曜
日
午
後
７
時
…
小
真
木
原

野
球
場
屋
内
練
習
場

平
日
午
後
７
時
30
分

（
週
１
回
）
…
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■対

小
学
生
以
上

鶴
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等

■対
小
学
生

■費
１
万
８
、
０
０
０
円
（
別
途
保
険
料
・
登

録
料
）心

身
の
修
練
と
基
礎
運
動
能
力
の
向
上
等
に

躰
道
教
室 

無
料
体
験
入
門（
１
か
月
）

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

■場
朝
暘
武
道
館

■対
幼
児
〜
青
少
年

■申
会
場
で
常
時

朝
暘
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日
午
後
７
時

■場
朝
暘
武
道
館

■対
小
学
生
以
上

■費
３
、

０
０
０
円

■他
見
学
可

庄
内
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

教
室
会
員
募
集

■日
毎
週
日
曜
日
、
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午

前
９
時

■場
同
教
室
練
習
場
（
三
川
町
）

■対
５
歳
〜
高
校
生

■費
月
額
１
、
０
０
０
円

力
や
体
力
に
関
係
な
く
誰
で
も
で
き
ま
す

鶴
岡
市
少
林
寺
拳
法
会
会
員
募
集

　
■他
練
習
日
時
・
会
場
・
費
用
は
要
問
合
せ

極
真
カ
ラ
テ
無
料
体
験
会

■日
４
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

■場
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
楽
以
歩

■対
幼
児
〜
60
代
の

方　

■申
会
場
で
常
時

子
育
て
・
子
供
向
け

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼「
す
く
す
く
広
場
」〜
元
気
い
っ
ぱ
い
！
い

っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
!!
〜

■日
４
月
12
日
〜

来
年
３
月
14
日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
15

分

■対
幼
児
と
そ
の
付
添
い
の
方

■内
手
遊

び
、
ゲ
ー
ム
、
簡
単
な
工
作
、
読
み
聞
か
せ

等
（
２
歳
児
向
け
）
■費
初
回
の
み
50
円

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
竹
を
使
っ

て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に
挑
戦
☆
」
■日

４
月
24
日
○日
午
後
１
時　

■対

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着

24
人

■費
１
人
１
５
０
円

■申
４
月
９
日
○土
か
ら

▼
ご
協
力
の
お
願
い

鶴
岡

市
子
ど
も
ま
つ
り
（
５
月
22

日
○日
）
の
ち
ら
し
プ
ー
ル
で

使
う
ち
ぎ
り
ち
ら
し
（
３
㎝
四
方
）
を
、
５

月
６
日
○金
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

■日
①
４
月
18
日

○月
、
②
５
月
17
日
○火
午
前
10
時

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
27
年
10
月
〜
12
月

生
ま
れ
、②
27
年
11
月
〜
28
年
１
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊

婦

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和

佳
氏
〈
Ｔ
Ａ
Ｓ
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
〉）
②
触
れ
合
い
遊
び

①
②

お
茶
タ
イ
ム

■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申
①
４
月

14
日
○木
ま
で

②
19
日
○火
〜
５
月
13
日
○金

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■日

４
月
19
日
○火
午
前
10
時

■対
未
就
学
児
が
い

る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組

■内
子
育
て

情
報
の
紹
介

■他
託
児
あ
り

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー

■日
４
月
24
日
○日
、

５
月
28
日
○土
午
前
９

時
〜
正
午

■内
自
由

来
館
型
の
遊
び
場

「
な
か
よ
し
広
場
」を

開
放

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■日
①
４
月
26
日
○火
、

②
５
月
20
日
○金
午
前

10
時

■対
市
内
在
住

の
未
就
園
児
（
①
27
年
４
月
〜
９
月
生
ま
れ
、

②
27
年
５
月
〜
10
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護

者

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
歌
と
体
操

②

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
お
母
さ
ん
の
た
め
の

３
Ｂ
体
操

■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申
①
４
月
22

日
○金
ま
で

②
27
日
○水
〜
５
月
17
日
○火

▼
子
育
て
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う

■日
４
月
27

日
○水
午
前
10
時

■対
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方

先
着
20
人

■内
座
談
会
「
パ
パ
か
ら
の
手
助
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け
」
■他
託
児
あ
り

▼
あ
そ
び
の
広
場
〝
春
〞
■日
５
月
11
日
○水

午
前
10
時

■場
小
真
木
原
公
園
南
多
目
的
広

場（
雨
天
時
は
朝
暘
武
道
館
）
■対
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
１
２
０
組

■内
大
型
遊
具
遊

び
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
共
通

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
〈
あ
そ
び
の
広
場
〝
春
〞
を
除
く
〉）

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
４
月
の
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

■日
４
月
22
日
○金
午
前
10
時
30
分

■対
生
後
２

か
月
〜
７
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

■師
上
野
和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
）
■持
バ
ス
タ
オ
ル

■場
・
■問
同

ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ 

公
開
工
作
教
室

Ｕ
Ｆ
Ｏ
型
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
ろ
う
!!

■日
４
月
23
日
○土
午
前
９
時

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場

■対
小
学
３
年
〜
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組

■申
４
月
１
日
○金
〜
15

日
○金
に
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

４
８
６
５
へ

「
植
え
る
・
刈
り
取
る
・
食
べ
る
」米
作
り
を
中
心
に
体
験
学
習

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
５
月
〜
11
月
の
土
曜
日
午
前
（
月
１
回
）

■場
山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー

■対
市
内
、
三
川
町
ま
た
は

庄
内
町
に
在
住
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
30
組

■費
７
０
０
円

■申
４
月
28

日
○木
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
５
へ

■他
市
HP

妊
娠
し
た
ら
…

パ
パ
・
マ
マ
教
室

■日
５
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■定
先
着
25
組　

■内
赤
ち
ゃ
ん
の
心
音

を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
お
風
呂
入
れ
、
講
話
「
妊
娠
中
か
ら
の

心
が
け
」
産
婦
人
科
医
師　

■持
母
子
健
康
手

帳　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３

７
３施

設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
展
示

■日
春
の
女
神
・
ギ
フ
チ
ョ
ウ
展
…

４
月
18
日
○月
ま
で　

春
を
告
げ
る
花
た
ち
…

４
月
１
日
○金
〜
５
月
９
日
○月

▼
自
然
散
策
会
（
都
沢
湿
地
、
高
館
山
）

■日
４
月
９
日
○土
・
16
日
○土
・
23
日
○土
・
30
日

○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）　

■定
各
日
20
人

■費
１
０
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
い
き
も
の
み
っ
け

■日
５
月
１
日
○日
・
３
日
○火

■持
網
、
バ
ケ
ツ

▽
段
ボ
ー
ル
燻く
ん

製

■日
５
月
４
日
○水

■定
10

家
族

■費
５
０
０
円

■持
燻
製
に
し
た
い
食

材

▽
丸
太
切
り
体
験

■日
５
月
４
日
○水

■費
１
０
０
円

▽
ど
ろ
ん
こ
遊
び

■日
５
月

５
日
○木　

▽
共
通

■時
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日
健
康
相
談
…
４
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

楽
焼
教
室
…
４
月
５

日
○火
・
６
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

Ｃ
Ｄ
寄
席
…
７
日
○木
・
21
日
○木
午
後
１
時

健
康
麻
雀
愛
好
会
…
12
日
○火
・
19
日
○火
・
26

日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■場
・
■問

同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
春
の
展
示

■日
４

月
７
日
○木
〜
６
月
29
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分

■内
市
所
蔵
の
美
術
作
品
の
展
示

▼
親
子
で
す
ご
す
〝
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ
〞

■日
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

■対

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保
護

者

■内
自
由
な
創
作
活
動
の
体
験

▼
個
人
制
作
の
た
め
の
〝
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ

エ
〞
■日
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
午
後
１
時

〜
５
時

■対
中
学
生
以
上

■費
２
０
０
円

▼
食
文
化
推
進
・
特
別
展
覧
会
「
魯
山
人
の

宇
宙
」
■日
４
月
23
日
○土
〜
５
月
29
日
○日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
金
曜
・
土
曜
日
は
午

後
６
時
ま
で
）
■費
大
人
…
５
０
０
円

高

校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円

中
学
生
以
下

…
無
料

■他
４
月
23
日
○土
午
後
３
時
に
開
幕

記
念
ト
ー
ク
「
庄
内
の
食
と
器
」（
ゲ
ス
ト

は
長
南
光
氏
〈
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
知
憩
軒
店

主
〉、
中
村
秀
和
氏
〈
陶
芸
家
〉）、
４
月
30

日
○土
、
５

月
14
日
○土

午
後
２
時

に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ト

ー
ク
を
開

催▼
展
覧
会
関
連
企
画
「
器
と
食

魯
山
人
に

な
り
き
ろ
う

織
部
・
陶
芸
講
座
」
■日
４

月
27
日
○水
、
５
月
17
日
○火
午
後
２
時
、
26
日

○木
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
（
全
３
回
）

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
の
高
校

生
以
上
の
方
先
着
16
人

■内
展
覧
会
鑑
賞
、

制
作
、
制
作
し
た
皿
で
昼
食
（
■場
扇
寿
し
）

■師
中
村
秀
和
氏

■費
４
、
０
０
０
円
（
昼
食

代
等
）
■持
古
タ
オ
ル
、
印
の
デ
ザ
イ
ン
画

■申
４
月
５
日
○火
〜
22
日
○金

▼
展
覧
会
関
連
企
画
「
親
子
で
焼
き
物
に
挑

戦
！
カ
ラ
フ
ル
お
皿
づ
く
り
」
■日
５
月
５

日
○木
・
21
日
○土
午
前
10
時（
全
２
回
）　

■対
市

内
在
住
の
小
学
生
親
子
先
着
16
人

■師
太
田

金
子
氏（
陶
芸
家
）
■費
１
組
１
、
８
０
０
円

■持
古
タ
オ
ル

■申
４
月
５
日
○火
〜
28
日
○木

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

■他
月
曜
日
休
館
（
５
月
２
日
○月
は
開
館
）

道
の
駅
「
月
山
」

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
か
た
く
り
園

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬

▼
①
庄
内
の
昆
虫
展
、
②
梵
字
川
渓
谷
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

■日
４
月
16
日
○土
〜
５

月
29
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■費
大
人

…
２
０
０
円　

小
・
中
学
生
、
幼
児
…
50
円

（
①
の
み
）

▼
共
通

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎

53
‐
３
４
１
１

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
早
春
の
鶴
巻
尾
根
（
庄
内
町
）
‐
ハ
ー
ド

コ
ー
ス
‐

■日
４
月
９
日
○土
午
前
７
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■内
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
鶴
巻
尾
根
↓
月

山
北
東
尾
根
）
■定
先
着
20
人

■持
ス
ノ
ー

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

北大路魯山人「織部土瓶」
カワシマ・コレクション
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▼
共
通

■場
・
■申
４
月
７
日
○木
〜
28
日
○木
に

同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

■内
・
■日
丙
種
…
５
月
18
日
○水　

乙
種
第
４
類

…
５
月
19
日
○木
・
20
日
○金
（
２
日
間
）
■場

消
防
本
部

■申
４
月
25
日
○月
〜
５
月
13
日
○金

に
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
、
消

防
署
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ

庄
内
傾
聴
塾

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

■日
５
月
21
日
・
28
日
、
６
月
４
日
・
25
日
、

７
月
２
日
・
９
日
の
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
全
６
回
）
■場
第
二
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
等

■対
受
講
後
、

入
塾
し
活
動
で
き
る
方
７
人

■内
講
義
、
実

習

■費
１
万
円

■申
４
月
30
日
○土
ま
で

東
田
川
文
化
記
念
館　

地
域
連
携
講
座

未
来
に
向
か
っ
て
躍
進
す
る
庄
内

■日
・
■内
・
■師
①
５
月
21
日
○土
…
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と

こ
れ
か
ら
の
庄
内
農
業
」
今
野
毅
氏
（
前
Ｊ

Ａ
鶴
岡
代
表
理
事
組
合
長
）　

②
６
月
18
日

○土
…「
庄
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」

丹
省
一
氏
（
鶴
岡
高
専
名
誉
教
授
）　

③
７

月
２
日
○土
…
「
庄
内
の
人
口
減
と
若
者
の
地

域
定
着
」
庄
内
総
合
支
庁
地
域
振
興
課　

④

９
月
17
日
○土
…
「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都

市
」
市
食
文
化
推
進
室　

⑤
10
月
15
日
○土
〜

16
日
○日（
１
泊
２
日
）…「『
支
え
る
・
育
て
る
・

高
め
る
』
未
来
に
つ
な
ぐ
芸
術
文
化
の
拠
点

新
文
化
会
館
」
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

■時
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■定
60
人

■費
大

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
５
月
８
日
○日
午
前
９
時
30
分

■場
消
防
本

部

■定
50
人

■内
心
肺
蘇そ

生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）
■費
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方
は
２
０

０
円

■申
４
月
８
日
○金
〜
５
月
１
日
○日
に
消

防
署
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消
防
各
分
署

へ
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

油
彩
で
自
画
像
を
描
こ
う

■日
５
月
11
日
○水
・
18
日
○水
、
６
月
１
日
○水
・

８
日
○水
・
15
日
○水
午
後
２
時
（
全
５
回
）

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
の
高
校

生
以
上
の
方
先
着
16
人

■師
佐
藤
定
雄
氏

（
白

社
）
■費
４
、２
０
０
円

■持
鉛
筆（
３

Ｂ
、
Ｈ
Ｂ
）、
練
り
消
し
、
Ｂ
５
〜
Ａ
４
サ

イ
ズ
の
鏡

■場
・
■申
４
月
５
日
○火
〜
５
月
３

日
○火
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

▼
旬
を
味
わ
う
イ
タ
リ
ア
ン
春

■日
５
月

18
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
16
人

■師
伊
藤
浩
二
氏
（
ラ
ボ
・
ア
マ

ー
ノ
講
師
）
■費
１
、
５
０
０
円

▼
資
格
取
得
準
備
「
調
理
師
試
験
合
格
を
め

ざ
し
て
」
■日
５
月
31
日
〜
９
月
13
日
の
火

曜
・
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
15
回
）
■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

で
、
２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
方
先

着
20
人

■内
公
衆
衛
生
・
栄
養
・
食
品
・
食

品
衛
生
学
、
調
理
理
論
、
食
文
化
概
論

■費

９
、
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

７
０
０
円

子
供
…
無
料

■持
携
帯
食
、
採

取
袋
、
器
、
箸
等

■申
５
月
３
日
○火
ま
で

▼
笹
川
流
れ
（
新
潟
県
）
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
５
月
８
日
○日
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
（
小

真
木
原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）
■定
先
着

25
人

■費
大
人
…
２
、
５
０
０
円

子
供
…

１
、
５
０
０
円

■持
昼
食
、
携
帯
食
等

■申

５
月
５
日
○木
ま
で

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

創
造
の
森
交
流
館

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
基
本
練
習（
３
〜
５
㎞
）

■日
４
月
16
日
○土
午
前
10
時

■師
阿
部
安
夫
氏

（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）

■申
４
月
11
日
○月
ま
で

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校

■日
５
月
７
日
○土
、

６
月
４
日
○土
午
前
９
時
30
分

■持
デ
ジ
タ
ル

デ

カ
メ
ラ

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

講
座
・
講
習
会

救
命
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

■日
４
月
21
日
○木
午
後
７
時

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■問
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所

中
国
南
部
料
理 

松
嬰
さ
ん
の
台
所

■日
４
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■定

10
人

■師
周
松
嬰
氏
（
中
国
出
身
）
■費
１
、

５
０
０
円

■場
・
■申
４
月
９
日
○土
か
ら
同
館

☎
25
‐
３
６
０
０
へ

シ
ュ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
（
貸
出
し
あ
り
）、
携

帯
食
等

■費
３
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

▼
里
山
の
野
草
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■日
①
４
月

16
日
○土
・
②
17
日
○日
・
③
23
日
○土
・
④
24
日

○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
小
真
木
原

公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）
■場
油
戸
↓
荒
倉

山
↓
由
良

■定
各
日
先
着
20
人

■費
大
人
…

１
、
２
０
０
円

子
供
…
５
０
０
円

■持
携

帯
食
、
昼
食

■申
①
②
４
月
14
日
○木
ま
で

③
④
21
日
○木
ま
で

▼
新
緑
の
ブ
ナ
林
散
策
in
月
山

■日
４
月
29

日
○金
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
（
同
セ
ン
タ
ー

集
合
）
■場
月
山
二
・
三
合
目

■定
先
着
20

人

■師
芳
賀
竹
志
氏（
月
山
山
頂
小
屋
主
人
）

■費
大
人
…
３
、
０
０
０
円

子
供
…
２
、
０

０
０
円
（
昼
食
代
等
）
■持
携
帯
食
等

■申

４
月
27
日
○水
ま
で

▼
春
を
感
じ
る
「
囀
り
」
観
察
会

■日
４
月

30
日
○土
午
前
８
時（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）

■師
太
田
威
氏
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
）

■費
大
人
…
１
０
０
円

子
供
…
無
料

■持
携

帯
食
、
双
眼
鏡
等

■申
４
月
27
日
○水
ま
で

▼
て
く
て
く
観
察
会
＆
茶
会

■日
４
月
30
日

○土
〜
５
月
３
日
○火
午
前
10
時
（
同
セ
ン
タ
ー

集
合
）
■定
各
日
先
着
20
人

■費
４
０
０
円

（
茶
会
参
加
者
の
み
）

▼
春
を
染
め
よ
う
草
木
染

■日
５
月
１
日
○日

午
前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着
15
人

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円

子
供
…
１
、
０

０
０
円

■申
４
月
27
日
○水
ま
で

▼
よ
も
ぎ
餅
を
つ
い
て
み
よ
う

■日
５
月
４

日
○水
午
前
11
時

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着

１
０
０
人

■持
器
、
箸
（
貸
出
し
は
有
料
）

▼
春
を
五
感
で
楽
し
も
う

■日
５
月
５
日
○木

午
前
９
時
〜
午
後
１
時（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■定
先
着
25
人

■師
芳
賀
竹
志
氏

■費
大
人
…

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　

コ
ロ
ラ
ド
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

■日
７
月
30
日
○土
〜
８
月
10
日
○水

■定
８
人

■費
38
万
円

▼
子
ど
も
の
英
語
教
育
を
学
ぶ
ツ
ア
ー

■日

７
月
30
日
○土
〜
８
月
13
日
○土

■定
５
人

■費

34
万
円

▼
共
通

■場
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州　

■内

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
専
門
機
関
で
の
英
語
学
習

等　　

■申
５
月
８
日
○日
ま
で
同
館
☎
25
‐
３
６

０
０
へ河

川
管
理
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

山
形
県
ふ
る
さ
と
の
川
愛
護
活
動
支
援
事
業

■内
県
が
管
理
す
る
河
川
・
海
岸
区
域
（
２
０

０
ｍ
以
上
の
区
間
）
の
美
化
活
動
（
清
掃
、

除
草
等
）
■申
４
月
28
日
○木
ま
で
庄
内
総
合

支
庁
建
設
総
務
課
☎
66
‐
５
５
７
９
へ
（
団

体
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

県
営
住
宅
４
月
募
集

（
６
月
上
旬
入
居
）

■
募
集
住
宅

美
原
４
号（
Ｂ
）…
１
戸

東

部
１
号
…
２
戸

東
部
２
号
…
１
戸

茅
原

２
号（
Ｄ
）…
２
戸

茅
原
３
号（
Ａ
）…
１
戸

■申
４
月
４
日
○月
〜
８
日
○金
に
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

相
談
・
そ
の
他

定
期
健
康
相
談

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
「
眠
れ
な
い
日
が

人
以
上
の
団
体
（
■定
78
人
）
■費
３
歳
以
上

…
60
円

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円

▼
共
通

■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

市
民
農
園
「
月
山
レ
ン
タ
ル

フ
ァ
ー
ム
」
入
園
者
募
集

■日
４
月
〜
来
年
３
月
（
冬
期
間
は
閉
鎖
）

■
募
集
区
画

月
山
ろ
く
11
‐
３
団
地
の
40

区
画

■費
１
区
画
（
約
１
０
０
㎡
）
１
万
円

■申
㈱
ア
イ
デ
ィ
ア
内
「
同
団
地
利
用
組
合
」

事
務
局
☎
29
‐
６
１
８
８

■他
HP

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

体
験
談
＆
説
明
会

■日
４
月
16
日
○土
午
前
10
時　

■場
霞
城
セ
ン
ト

ラ
ル
（
山
形
市
）
■対
青
年
海
外
協
力
隊
・

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
20
歳
〜
39

歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
40
歳
〜

69
歳

■問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
☎
０
２
２
‐
２

２
３
‐
４
７
７
２

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

期
間
は
４
月
１
日
○金
〜
５
月
９
日
○月

鶴
岡
市
民
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

設
立
団
員
募
集

■日
毎
週
土
曜
日

■場
中
央
公
民
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等　

■対
ギ
タ
ー
合
奏
に
興

味
が
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
演
奏
活
動

が
で
き
る
方
等
（
未
経
験
者
可
）

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
の
青
年
訪
問
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■日
６
月
８
日
○水
〜
16
日
○木　

■対
部
屋
・
食
事

（
１
日
２
食
）
の
提
供
、
出
羽
庄
内
国
際
村

へ
の
送
迎
が
可
能
な
家
庭

■申
同
館
☎
25
‐

３
６
０
０

■他
食
事
代
の
支
給
あ
り

貸
出
し

５
月
10
日
○火
か
ら
市
役
所
本
所
東

庁
舎
で
貸
出
し

■申
４
月
20
日
○水
か
ら
本
所

観
光
物
産
課
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事
務

局
☎
内
線
５
４
３
へ

▼
親
子
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！

■対
年
長
児

と
そ
の
保
護
者
２
人
１
組
（
先
着
60
組
）

■申
鶴
岡
地
域
の
各
幼
稚
園
・
保
育
園
へ

■他

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

▼
菅
原
道
真
公

天
神
は
ん
く
ね
り
の
中
で
、

時
代
衣
装
を
着
て
練
り
歩
き
ま
す

■対
昭
和

35
年
生
ま
れ
（
数
え
年
57
歳
〈
道
真
公
が
大

宰
府
に
配
流
さ
れ
た
と
き
の
年
齢
〉）
の
男

性
で
、
約
１
・
５
㎞
を
歩
く
体
力
が
あ
る
方

１
人

■申
４
月
20
日
○水
ま
で
同
事
務
局
へ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

ご
案
内

■対
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
行
う
４

人
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団
体

■内
傷
害
保

険
（
突
然
死
葬
祭
費
用
担
保
特
約
付
き
）
と

賠
償
責
任
保
険
の
一
括
補
償
制
度

■
保
険

期
間

４
月
１
日
○金
〜
来
年
３
月
31
日
○金

■
受
付
期
間

来
年
３
月
30
日
○木
ま
で

■

掛
金

８
０
０
円
か
ら

■問
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
８

３
２
１

■他
加
入
依
頼
書
類
等
は
ス
ポ
ー
ツ

課
に
設
置
。
HP

中
央
公
民
館

募
集
の
お
知
ら
せ

▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
参
加
団
体
・
個
人
募
集

同
館
談
話
室
を
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、

無
料
（
白
布
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
は
実
費
）
で

貸
し
出
し
ま
す
（
作
品
の
販
売
は
禁
止
）

■
展
示
期
間

７
日
以
内

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
団
体
観
覧
募
集

■対
10

人
…
３
、５
０
０
円

高
校
生
・
大
学
生
…
２
、

５
０
０
円
（
別
途
昼
食
代
）
■申
４
月
12
日

○火
か
ら
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐
２
５
３

７
へ

■他
各
回
現
地
研
修
あ
り
（
⑤
は
南
陽

市
）。
③
は
公
開
講
座
あ
り
（
■費
５
０
０
円
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

各
種
試
験

▼
消
防
設
備
士
試
験

■日
５
月
28
日
○土
午
前

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）
■内

甲
種
、
乙
種
（
と
も
に
全
類
）
■申
電
子
…

４
月
８
日
○金
〜
18
日
○月　

書
面
…
４
月
11
日

○月
〜
21
日
○木

▼
危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
６
月
18
日
○土
午

前

■場
鶴
岡
工
業
高
校

■内
甲
種
、乙
種（
全

類
）、
丙
種

■申
電
子
…
４
月
22
日
○金
〜
５

月
９
日
○月　

書
面
…
４
月
25
日
○月
〜
５
月
12

日
○木

▼
共
通

■問
同
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０

２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

■他
HP
。
願
書

は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に

設
置募

集
天
神
祭 

５
月
25
日
○水

化
け
も
の
・
道
真
公 

募
集

▼
化
け
も
の
に
な

ろ
う
！

当
日
、

衣
装
を
着
て
鶴
岡

天
満
宮
に
集
合
。

お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス

を
受
け
取
っ
て
道

行
く
人
に
お
酌
を

し
ま
す

■
衣
装

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

お
考
え
の
方
へ

３
月
か
ら
、
住
所
地
の
交
番
・
駐
在
所
で

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
の
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
■申
住
所
地
の

交
番
・
駐
在
所
ま
た
は
鶴
岡
警
察
署
交
通
課

☎
28
‐
０
１
１
０
へ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
の
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

こ
れ
ら
の
免
状
は
10
年
に
１
回
、
写
真
の

書
換
え
が
必
要
で
す
。
ま
だ
書
換
え
を
し
て

い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

朝
日
連
峰
周
辺
へ
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

朝
日
連
峰
周
辺
は
朝
日
山
地
森
林
生
態
系

保
護
地
域
と
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
動
植
物
の
生
態
系
を

守
る
た
め
に
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
り
入

れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
森
林
管
理
局
朝
日
庄
内
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
☎
58
‐
１
７
３
０

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
開
館
の
お
知
ら
せ

４
月
29
日
○金
〜
５
月
８
日
○日
は
休
ま
ず
開

館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

四
方
の
廃
魚
網
〈
１
０
０
枚
〉）
の
セ
ッ
ト
、

ま
た
は
種
の
み

■問
本
所
環
境
課
内
「
環
境

つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７

１
９

■他
配
布
数
量
に
達
し
な
か
っ
た
場
合

は
同
課
で
配
布
し
ま
す
（
要
事
前
問
合
せ
）

日
本
赤
十
字
社
で
は
救
急
法
等
の

講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

■対
町
内
会
や
事
業
所
、
学
校
等
の
団
体

■内

救
急
法
…
急
病
人
の
救
命
手
当
て
、
け
が
人

の
応
急
手
当
て

水
上
安
全
法
…
水
の
事
故

時
の
救
助
・
手
当
て

雪
上
安
全
法
…
ス
キ

ー
場
で
の
け
が
人
の
手
当
て

健
康
生
活
支

援
講
習
…
健
や
か
な
高
齢
期
の
た
め
の
知

識
・
技
術

幼
児
安
全
法
…
乳
幼
児
の
急
病
・

け
が
の
手
当
て

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

山
形
財
務
事
務
所

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
■
相

談
電
話

☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５
２
０
１

地
球
環
境
に
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
の
種
と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
無
料
配
布

■日
４
月
20
日
○水
午
前
9
時
〜
10
時
30
分
（
な

く
な
り
次
第
終
了
。
予

約
不
可
）
■場
市
役
所

本
所
１
階

■対
市
民
、

市
内
事
業
所

■内
種
20

粒
（
ゴ
ー
ヤ
・
朝
顔
各

１
０
０
袋
）
と
栽
培
用

ネ
ッ
ト
（
3
ｍ
〜
5
ｍ

続
く
」「
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
出
な
い
」等

■日
４
月
８
日
○金
・
22
日
○金
、
５
月
13
日
○金
・

27
日
○金

「
社
会
参
加
で
き
な

い
」「
部
屋
か
ら
出
て
こ
な
い
」等

■日
４
月

15
日
○金
、
５
月
20
日
○金

▼
共
通

■時
午
後
１
時
30
分
・
３
時

■定
各

日
２
人　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
に

こ
♥

ふ
る
）
■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

内
線
３
６
４

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
４
月
26
日
○火
午
後
２
時
〜
４
時

■場
市
役

所
本
所

■内
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
建

設
業
等
各
種
許
可
申
請

■問
同
会
鶴
岡
支
部

Domon Ken.Il Maestro del Realismo Giapponese
‐土門拳 日本リアリズムの巨匠‐

■日４月13日○水～７月10日○日午前９時～午後５時
■費大人…430円　高校生・大学生…210円　中学生
以下…無料
■場・■問土門拳記念館☎0234‐31‐0028
■他同時開催「江東のこども」「箱根の森 彫刻と詩Ⅱ」

鳥海山おもしろ自然塾
しいたけ植菌体験とそば打ち体験

■日４月17日○日午前９時30分～午後１時
■定先着20人　■費3,500円
■場・■申４月12日○火までしらい自然館内「同塾推進協
議会」事務局☎0234‐72‐2069へ

楯山公園桜まつり

■日４月23日○土・24日○日午前11時～午後４時
■場同公園　■内にしん・豚のあぶり焼き販売、売店、楯
山野音フェス2016（23日午後３時）、スタンプラリー、
夜間イルミネーション点灯（４月９日○土から）等
■前売り券取扱い　クラッセ、庄内町商工会本所・立
川支所、庄内町立川庁舎商工観光課
■問庄内町観光協会☎0234‐42‐2922

～踊る♪食べる♪遊ぶ♪ワクワクテーマパーク♪～
三川町菜の花まつり

■日５月５日○木午前10時～午後３時
■場いろり火の里周辺
■内菜の花DANCEフェスタ（午前９時30分）、菜の花
娘写真撮影会、田んぼであそぼう、特産品販売等
■問三川町観光協会内「同まつり実行委員会」事務局☎
66‐4656

●酒田市

●庄内町

●遊佐町

広域情報掲示板 ぐるぐる庄内

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

●三川町
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平
成
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年
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号
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平
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年
４
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

休 日 診 療 ■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111 FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１ ☎43‐2111

《人口と世帯》（平成28年２月29日現在）
　住民基本台帳人口合計：131,511人
　　 （男：62,690人、女：68,821人）
　世帯数：48,527世帯

→
メ
ー
ル
は

こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

今月の各種相談窓口開設日　4/4 ～ 5/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 19日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター・

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ６日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線303 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

［特設］登記相談（土地家屋調査士等） 本所市民課☎内線158 21日○木９：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 22日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　 （就学に関すること）

〃　 （青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　 （不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　4/4 ～ 5/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
4．９○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30～16：00 　　　　〃
11○月 ９：00～10：30 鶴岡ガス㈱
26○火 ９：00～11：30 消防本部
28○木 ９：30～11：30 市役所本所
〃 13：00～15：30 　　〃


